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r予防J－rパフォーマンスの向上J

スポーツ現場では誰もがより良い結果を求め、日々努力しているはずです。当たり前のことですが、ケガをしてし

まえばパフォーマンスは上がりません。スポーツにおけるケガは、ジュニア選手からトップ選手に至るまで年代を

問わず重要な問題です。特に骨、軟骨、腱、靭帯などが発達中である成長期のケガは選手の将来に甚大な影響
を与える場合もあります。ケガを未然に防ぐ、それは指導者にとっても非常に重要なテーマであり、実際、やり方に
よっては、それも十分に可能なことです。

今回の講習会では、「下肢」を中心にナショナルチームにも帯同した実績のある中嶋先生と大山先生をお呼びし
て、スポーツにおけるケガへのアプローチ方法を学びながら、ケガの予防としても用いられるアスレティツタリハビリ
テーションの実演とあわせて紹介してもらいます。この機会にスポーツのケガに対する理解と考えを深めましょう！

17日（火）
8：30－19：10（受付18：00から）

第2部（実演）19：25－20：45

会場　東京体育館　第一会議室（講義）、サブアリーナ（実演）

都営地下鉄大江戸線「国立競技場」A4出口

JR中央線（普通）・総武線「千駄ヶ谷」下車徒歩1分

対象　　監督、コーチ、トレーナー等の指導者、また指導者を

目指している方等【定員50名】

ファクシミリまたは電子メールで受付いたします。

申込慧諾諾篇琵慧芸浣㌶蓋
を記入して送信してください。）

当日は、アリーナでの実演もありますので、

室内履きをご持参ください。

ファクシミリ番号　　03－5413－6926

電子メールアrレス　tokyo－SSS＠tef．orjp
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（公財原京都スポーツ文化事業団
競技力向上事業担当

電話番号　　03－5413－6923
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